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順位 発 言 者 質 疑 事 項  質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１ 久保 教仁議員 １ 議案第 50 号 平成

29 年度伊佐市一般会

計補正予算（第４号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 議案第 52 号 平成

29 年度伊佐市介護保

険事業特別会計補正

予算（第２号） 

 

 

 

 

 

(1) (款)２総務費(項)１総務管理費(目)９企画調整費(節)19 負担金補

助及び交付金のうち補助金 危険家屋解体撤去について 

  ア 当初で 300 万円、今回 300 万円の補正だが、現在の申し込み件数

は何件か。 

 

 

イ 解体撤去後の更地・新築・地目変更等の状況把握は。 

 

 

ウ この事業、平成 26 年度から平成 28 年度までの３年間で 37 件 992

万円の補助。この事業にかかる工事費はどの程度か。また、地元に還

流した金額はどの程度と試算しているか。  

 

 

(1)  (款)３地域支援事業費(項)３包括的支援事業・任意事業費(目)６

認知症総合支援事業費について 

ア 補正額 2,828 千円。補正だから半期分だと思うが、２人分か。 

 

 

イ 認知症地域支援推進員としてお願いする方は、どのような資格・

要件が必要か。また、推進員はどのような活動をされるのか。 

 

 

ウ この事業。平成 26 年６月の医療介護総合確保推進法の成立に基

づき、認知症総合支援事業として、平成 27 年度から始まり、平成

30 年度には全国の市町村で実施することとなっている。今回の補

正、認知症地域支援推進員の方が、活動できる準備が整ったという

ことか。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 疑 事 項  質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 谷山 大介議員 １ 議案第 50 号 平成

29 年度伊佐市一般会

計補正予算（第４号） 

 

(1) (款)10 教育費(項)２小学校費(目)１学校管理費(節)15 工事請負費

と(款)10教育費(項)３中学校費(目)１学校管理費(節)15工事請負費に

ついて伺う。 

 ア 特別教室に扇風機を設置するに至った経緯 

 

 イ なぜ今まで設置しなかったのか。 

 

 ウ 設置する教室の数は。 

 

 エ なぜ扇風機なのか。 

 

 オ 扇風機の効果は。 

 

 

市長 

教育長 
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順位 発 言 者 質 疑 事 項  質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

３ 前田 和文議員 １ 議案第 50 号 平成

29 年度伊佐市一般会

計補正予算（第４号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) (款)２総務費(項)１総務管理費(目)一般管理費(節)３職員手当等、

退職手当組合負担金 159,368 千円の減額について、具体的に説明を求

める。 

市長 
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順位 発 言 者 質 疑 事 項  質疑の相手 
長から委任を

受けた説明者 

４ 柿木原榮一議員 １ 議案第 50 号 平成

29 年度伊佐市一般会

計補正予算（第４号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第２表地方債補正 １変更 過疎対策事業と２廃止 一般廃棄物処

理事業の関連と伊佐市として有利な起債に変更できた理由。 

 

(2) 歳入 普通交付税（決定）50 億 7,552 万１千円と臨時財政対策債（決

定）４億 4,619 万円になった根拠は。 

 

(3) 歳入 (款)９地方交付税（第４回）57 億 1,523 万４千円交付見込は。 

 

(4) 歳入 (款)19 諸収入(項)４雑入(目)４雑入(節)２雑入のうち多面

的機能支払交付金返還金 33 万円の理由。 

 

(5) 歳出 (款)４衛生費(項)保健衛生費(目)１保健衛生総務費(節)19

負担金及び交付金のうち補助金 496 万８千円の准看護学校校舎外壁改

修の算定基準は。 

 

(6) 歳出 (款)６農林水産業費（項）１農業費(目)５農地費(節)13 委託

料のうち目丸下池構想調査委託・大田春村ポンプ管理用道路調査委託

770 万円の説明を。 

 

(7) 歳出 (款)８土木費(項)２道路橋りょう費（目）３道路新設改良費

(節)15 工事請負費の 150 万円の減額の内容、また、(目)４橋りょう新

設改良費(節)13 委託料 400万円と(節)15工事請負費 400 万円の減額の

組替の内容。 

 

(8) 歳出 (款)11 災害復旧費(項)１農林水産施設災害復旧費(目)農林

施設災害復旧費(節)18 備品購入費 170 万円の備品の種類は。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


